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主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒200番（旧 125番曲）（SK姉） 

『雲なきその日』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 1章 13~19節（MM姉） 

『天使は言った。「恐れることはない。ザカリア、あなたの願いは聞き入れられた。あなたの妻エリサベトは

男の子を産む。その子をヨハネと名付けなさい。その子はあなたにとって喜びとなり、楽しみとなる。多くの

人もその誕生を喜ぶ。彼は主の御前に偉大な人になり、ぶどう酒や強い酒を飲まず、既に母の胎にいるときか

ら聖霊に満たされていて、イスラエルの多くの子らをその神である主のもとに立ち帰らせる。彼はエリヤの霊

と力で主に先立って行き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に正しい人の分別を持たせて、準備のできた民を

主のために用意する。」そこで、ザカリアは天使に言った。「何によって、わたしはそれを知ることができるの

でしょうか。わたしは老人ですし、妻も年をとっています。」天使は答えた。「わたしはガブリエル、神の前に

立つ者。あなたに話しかけて、この喜ばしい知らせを伝えるために遣わされたのである。』 

 

礼拝讃美歌⇒425番 

『聞けや愛のことばを』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 41章 8~10節（SK兄） 

『わたしの僕イスラエルよ。 

わたしの選んだヤコブよ。 

わたしの愛する友アブラハムの末よ。 

わたしはあなたを固くとらえ／ 

地の果て、その隅々から呼び出して言った。 

あなたはわたしの僕／ 

わたしはあなたを選び、決して見捨てない。 

恐れることはない、わたしはあなたと共にいる神。 

たじろぐな、わたしはあなたの神。 

勢いを与えてあなたを助け／ 

わたしの救いの右の手であなたを支える。』 



 

聖書⇒ヨハネによる福音書 5章 17~18節 

『イエスはお答えになった。「わたしの父は今もなお働いておられる。だから、わたしも働くのだ。」このため

に、ユダヤ人たちは、ますますイエスを殺そうとねらうようになった。イエスが安息日を破るだけでなく、神

を御自分の父と呼んで、御自身を神と等しい者とされたからである。』 

 

＜祈＞ 

 

 

讃美歌⇒94番（SH兄） 

『久しく待ちにし』 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 2章 6~11節（ES姉） 

『キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、かえって自分を無

にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。人間の姿で現れ、へりくだって、死に至るまで、そ

れも十字架の死に至るまで従順でした。このため、神はキリストを高く上げ、あらゆる名にまさる名をお与え

になりました。こうして、天上のもの、地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御名にひざまずき、すべ

ての舌が、「イエス・キリストは主である」と公に宣べて、父である神をたたえるのです。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 22章 14~20節 

『時刻になったので、イエスは食事の席に着かれたが、使徒たちも一緒だった。イエスは言われた。「苦しみ

を受ける前に、あなたがたと共にこの過越の食事をしたいと、わたしは切に願っていた。言っておくが、神の

国で過越が成し遂げられるまで、わたしは決してこの過越の食事をとることはない。」そして、イエスは杯を

取り上げ、感謝の祈りを唱えてから言われた。「これを取り、互いに回して飲みなさい。言っておくが、神の

国が来るまで、わたしは今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」それから、イエスは

パンを取り、感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた。「これは、あなたがたのために

与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい。」食事を終えてから、杯も同じよ

うにして言われた。「この杯は、あなたがたのために流される、わたしの血による新しい契約である。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒150番（旧 63番） 

『冠受けて』 



《建徳》 

 

 

聖書⇒マルコによる福音書 12章 28~34節（EK兄） 

『彼らの議論を聞いていた一人の律法学者が進み出、イエスが立派にお答えになったのを見て、尋ねた。「あ

らゆる掟のうちで、どれが第一でしょうか。」イエスはお答えになった。「第一の掟は、これである。『イスラ

エルよ、聞け、わたしたちの神である主は、唯一の主である。心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力

を尽くして、あなたの神である主を愛しなさい。』第二の掟は、これである。『隣人を自分のように愛しなさい。』

この二つにまさる掟はほかにない。」律法学者はイエスに言った。「先生、おっしゃるとおりです。『神は唯一

である。ほかに神はない』とおっしゃったのは、本当です。そして、『心を尽くし、知恵を尽くし、力を尽く

して神を愛し、また隣人を自分のように愛する』ということは、どんな焼き尽くす献げ物やいけにえよりも優

れています。」イエスは律法学者が適切な答えをしたのを見て、「あなたは、神の国から遠くない」と言われた。

もはや、あえて質問する者はなかった。』 

 

聖書⇒申命記 6章 1~9節 

『これは、あなたたちの神、主があなたたちに教えよと命じられた戒めと掟と法であり、あなたたちが渡って

行って得る土地で行うべきもの。あなたもあなたの子孫も生きている限り、あなたの神、主を畏れ、わたしが

命じるすべての掟と戒めを守って長く生きるためである。イスラエルよ、あなたはよく聞いて、忠実に行いな

さい。そうすれば、あなたは幸いを得、父祖の神、主が約束されたとおり、乳と蜜の流れる土地で大いに増え

る。 

聞け、イスラエルよ。我らの神、主は唯一の主である。 

あなたは心を尽くし、魂を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。 

今日わたしが命じるこれらの言葉を心に留め、 

子供たちに繰り返し教え、家に座っているときも道を歩くときも、寝ているときも起きているときも、 

これを語り聞かせなさい。 

更に、これをしるしとして自分の手に結び、覚えとして額に付け、 

あなたの家の戸口の柱にも門にも書き記しなさい。』 

 

聖書⇒出エジプト記 13章 1~10節 

『主はモーセに仰せになった。「すべての初子を聖別してわたしにささげよ。イスラエルの人々の間で初めに

胎を開くものはすべて、人であれ家畜であれ、わたしのものである。」モーセは民に言った。「あなたたちは、

奴隷の家、エジプトから出たこの日を記念しなさい。主が力強い御手をもって、あなたたちをそこから導き出

されたからである。酵母入りのパンを食べてはならない。あなたたちはアビブの月のこの日に出発する。主が、

あなたに与えると先祖に誓われた乳と蜜の流れる土地、カナン人、ヘト人、アモリ人、ヒビ人、エブス人の土

地にあなたを導き入れられるとき、あなたはこの月にこの儀式を行わねばならない。七日の間、酵母を入れな

いパンを食べねばならない。七日目には主のための祭りをする。酵母を入れないパンを七日の間食べる。あな

たのもとに酵母入りのパンがあってはならないし、あなたの領土のどこにも酵母があってはならない。あなた

はこの日、自分の子供に告げなければならない。『これは、わたしがエジプトから出たとき、主がわたしのた



めに行われたことのゆえである』と。あなたは、この言葉を自分の腕と額に付けて記憶のしるしとし、主の教

えを口ずさまねばならない。主が力強い御手をもって、あなたをエジプトから導き出されたからである。あな

たはこの掟を毎年定められたときに守らねばならない。』 

 

聖書⇒出エジプト記 13章 11~16節 

『主があなたと先祖に誓われたとおり、カナン人の土地にあなたを導き入れ、それをあなたに与えられるとき、

初めに胎を開くものはすべて、主にささげなければならない。あなたの家畜の初子のうち、雄はすべて主のも

のである。ただし、ろばの初子の場合はすべて、小羊をもって贖わねばならない。もし、贖わない場合は、そ

の首を折らねばならない。あなたの初子のうち、男の子の場合はすべて、贖わねばならない。将来、あなたの

子供が、『これにはどういう意味があるのですか』と尋ねるときは、こう答えなさい。『主は、力強い御手をも

って我々を奴隷の家、エジプトから導き出された。ファラオがかたくなで、我々を去らせなかったため、主は

エジプトの国中の初子を、人の初子から家畜の初子まで、ことごとく撃たれた。それゆえわたしは、初めに胎

を開く雄をすべて主に犠牲としてささげ、また、自分の息子のうち初子は、必ず贖うのである。』あなたはこ

の言葉を腕に付けてしるしとし、額に付けて覚えとしなさい。主が力強い御手をもって、我々をエジプトから

導き出されたからである。」』 

 

聖書⇒申命記 11章 13~21節 

『もしわたしが今日あなたたちに命じる戒めに、あなたたちがひたすら聞き従い、あなたたちの神、主を愛し、

心を尽くし、魂を尽くして仕えるならば、わたしは、その季節季節に、あなたたちの土地に、秋の雨と春の雨

を降らせる。あなたには穀物、新しいぶどう酒、オリーブ油の収穫がある。わたしはまた、あなたの家畜のた

めに野に草を生えさせる。あなたは食べて満足する。あなたたちは、心変わりして主を離れ、他の神々に仕え

それにひれ伏さぬよう、注意しなさい。さもないと、主の怒りがあなたたちに向かって燃え上がり、天を閉ざ

されるであろう。雨は降らず、大地は実りをもたらさず、あなたたちは主が与えられる良い土地から直ちに滅

び去る。あなたたちはこれらのわたしの言葉を心に留め、魂に刻み、これをしるしとして手に結び、覚えとし

て額に付け、子供たちにもそれを教え、家に座っているときも道を歩くときも、寝ているときも起きていると

きも、語り聞かせ、あなたの家の戸口の柱にも門にも書き記しなさい。こうして、主が先祖に与えると誓われ

た土地にあって、あなたたちとあなたたちの子孫の日数は天が地を覆う日数と同様、いつまでも続くであろう。』 

 

聖書⇒レビ記 19章 17~18節 

『心の中で兄弟を憎んではならない。同胞を率直に戒めなさい。 

そうすれば彼の罪を負うことはない。 

復讐してはならない。民の人々に恨みを抱いてはならない。 

自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。 

わたしは主である。』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書１章１~2章 12節（ES姉） 

『キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、かえって自分を無



にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。人間の姿で現れ、へりくだって、死に至るまで、そ

れも十字架の死に至るまで従順でした。このため、神はキリストを高く上げ、あらゆる名にまさる名をお与え

になりました。こうして、天上のもの、地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御名にひざまずき、すべ

ての舌が、「イエス・キリストは主である」と公に宣べて、父である神をたたえるのです。』 

 

聖書⇒創世記 12章 2~3節 

『わたしはあなたを大いなる国民にし／ 

あなたを祝福し、あなたの名を高める／ 

祝福の源となるように。 

あなたを祝福する人をわたしは祝福し／ 

あなたを呪う者をわたしは呪う。 

地上の氏族はすべて／ 

あなたによって祝福に入る。」』 

 

聖書⇒サムエル記下 7章 12節 

『あなたが生涯を終え、先祖と共に眠るとき、 

あなたの身から出る子孫に跡を継がせ、 

その王国を揺るぎないものとする。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒194番（旧 112番）（SK兄） 

『まもなく主来ます』 

 

 

 

《建徳要旨》 


